
【基本理念】

《地域社会全体での支援》
　地域社会全体で、次代を
担う子どもたちを育てると
いう共通認識の下に、さま
ざまな主体の参画と連携な
ど、社会のつながり（絆）
による子育て支援の環境を
つくります。

《子育て家庭への支援》
　どのような家庭環境に
ある人でも、妊娠・出産
から育児まで一貫して安
心して子育てができ、等
しく子どもたちが成長で
きる環境をつくります。

《子どもへの支援》
　将来を担う全ての
子どもたちが健やか
に育ち、さまざまな
力を育める環境をつ
くります。

①子どもたちの健全
育成
②未就学児の教育・
保育の充実
③教育環境の充実
④障害児への支援

①妊娠・出産、育児への
支援
②全ての子育て家庭への
支援
③就労と子育ての両立の
支援

①子どもの尊厳と安全の確
保
②地域の子育て支援事業の
充実

　みんなの宝“子どもたち”が
　　『明るく・楽しく・元気よく』すごせるまち
　　　　　　　　　　　　　　　　　“ところざわ”

【三つの基本目標】

①子どもの視点
②次代の親の育成の視点
③子育て家庭の視点
④仕事と生活の調和実現の視点
⑤全ての子どもの家庭環境の視点
⑥地域社会全体の仕組みづくりの視点
⑦さまざまな主体の参画と連携の視点
⑧事業の量的な確保と質の向上の視点

【基本的な視点】

【主要課題】
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『
と
こ
ろ
っ
こ　

す
く
す
く　

サ
ポ
ー
ト
プ
ラ
ン
』

は
、
一
人
一
人
の
子
ど
も
が
健
や
か
に
成
長
す
る
こ
と

が
で
き
る
社
会
の
実
現
の
た
め
に
、
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
の
推
進
を
図
る
も
の
で
す
（
計
画
期
間
…
平
成
27

年
度
〜
31
年
度
）
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
「
所
沢
市
次
世
代
育
成
支
援
行

動
計
画
（
17
年
度
〜
26
年
度
）
」
に
よ
り
展
開
し
て
き

た
次
世
代
育
成
に
係
る
施
策
の
継
続
性
を
考
慮
し
、
こ

の
内
容
も
含
む
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
に
関
す
る
総
合

的
な
計
画
と
し
ま
し
た
。
今
後
、
市
民
や
地
域
の
関
係

機
関
・
関
係
団
体
な
ど
と
連
携
し
て
計
画
を
推
進
し
て

い
き
ま
す
。

問
こ
ど
も
政
策
課
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計
画
の
概
要

市
の
宝
で
あ
る
子
ど
も
た
ち
の
し

あ
わ
せ
を
第
一
に
考
え
、
子
ど
も
た
ち

が
『
明
る
く
・
楽
し
く
・
元
気
よ
く
』

す
ご
し
、
ま
た
保
護
者
が
安
心
し
て
子

育
て
が
で
き
、
子
育
て
に
生
き
が
い
を

持
て
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
に
、

三
つ
の
基
本
目
標
を
設
定
し
、
取
り
組

み
を
体
系
的
に
ま
と
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
子
ど
も
た
ち
が
必
要
に
応
じ

て
幼
稚
園
や
保
育
園
な
ど
で
教
育
や
保

育
を
受
け
た
り
、
そ
の
他
の
子
育
て
支

援
を
利
用
し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
今
後
５
年
間
の
整
備
の
方
向
性

を
数
値
な
ど
で
示
し
て
い
ま
す
。

◆
詳
細
は
計
画
書
を
ご
覧
く
だ
さ
い

計
画
書
は
、
市
役
所
１
階
市
政
情
報

セ
ン
タ
ー
で
頒
布
（
４
０
０
円
）
の
他
、

同
２
階
こ
ど
も
政
策
課
、
市
政
情
報

セ
ン
タ
ー
、
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
な

ど
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

ま
た
、
概
要
版
は
、
こ
ど
も
政
策
課
、

市
政
情
報
セ
ン
タ
ー
、
ま
ち
づ
く
り
セ

ン
タ
ー
な
ど
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

◎
計
画
書
の
全
文
お
よ
び
概
要
版
は
、

市
HP
（
「
サ
ポ
ー
ト
プ
ラ
ン
」
で
検

索
）
で
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

すごせるまちに

凡例…日日時 場場所 対対象 定定員 内内容 持持ち物 費費用 講講師 申申し込み 問問い合わせ HPホームページ Eメール

所
沢
市
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画

『
と
こ
ろ
っ
こ  

す
く
す
く  

サ
ポ
ー
ト
プ
ラ
ン
』
が
ス
タ
ー
ト

Ｑ
：
幼
児
期
の
教
育
・
保
育
が
受

け
ら
れ
る
場
所
は
ど
こ
？

Ａ
：
「
幼
稚
園
」

や
「
保
育
園
」

の
他
、
０
歳
か

ら
５
歳
児
を
対

象
に
教
育
・
保

育
を
一
体
的
に

行
う
「
認
定
こ

ど
も
園
」
、
０
歳
か
ら
２
歳
児
を
対

象
に
定
員
19
人
以
下
の
小
規
模
で
保

育
を
行
う
「
地
域
型
保
育
事
業
（
小

規
模
保
育
事
業
な
ど
）
」
で
す
。

Ｑ
：
待
機
児
童
が
全
国
的
に
話
題

と
な
っ
て
い
る
け
れ
ど
、
ど
ん

な
か
た
ち
で
保
育
を
充
実
さ
せ

て
い
く
の
？

Ａ
：
保
育
を

受
け
た
い

と
い
う
子

育
て
家
庭

の
ニ
ー
ズ

に
対
応
し
、

施
設
が
不

足
す
る
地

区
や
隣
接
地
区
に
、
保
育
園
な
ど
を

整
備
す
る
な
ど
、
必
要
な
保
育
が
受

け
ら
れ
る
よ
う
な
環
境
を
整
え
て
い

き
ま
す
。

Ｑ
：
地
域
の
子
育
て
支
援
っ
て
な

に
？

Ａ
：
保
育
園
や

児
童
館
な
ど

で
気
軽
に
親

子
の
交
流
や

子
育
て
相
談

が
で
き
た
り

（
地
域
子
育

て
支
援
拠
点

事
業
）
、
急
な
用
事
や
短
期
の
就
労

な
ど
で
一
時
的
に
子
ど
も
を
保
育
園

な
ど
に
預
け
た
り
（
一
時
預
か
り
事

業
）
で
き
る
よ
う
に
、
子
育
て
家
庭

を
支
援
し
ま
す
。

ま
た
、
幼
稚
園
や
保
育
園
な
ど
の

入
園
相
談
、
一
時
預
か
り
や
病
児
保

育
な
ど
を
利
用
す
る
に
あ
た
っ
て
、

保
育
士
経
験
の
豊
か
な
職
員
が
、
家

庭
の
状
況
に
応
じ
必
要
な
情
報
提

供
・
助
言
を
行
う
と
と
も
に
、
関
係

機
関
と
の
連
絡
調
整
を
図
る
「
と
こ

ろ
っ
こ
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
事
業
（
下

記
参
照
）
」
を
新
た
に
実
施
し
て
い

き
ま
す
。

Ｑ
：
計
画
内
に
示
さ
れ
て
い
る
施

設
や
事
業
の
ニ
ー
ズ
量
（
ど
の

く
ら
い
利
用
し
た
い
人
が
い

る
の
か
）
や
目
標
量
（
施
設
を

ど
の
く
ら
い
整
備
す
る
か
）
は
、

ど
の
よ
う
に
設
定
し
た
の
？

Ａ
：
未
就
学
児

や
小
学
生
の

い
る
４
、
０

０
０
世
帯
へ

の
ニ
ー
ズ
調

査
の
結
果
に

基
づ
き
、
ニ

ー
ズ
量
と
目

標
量
を
設
定

し
ま
し
た
。

Ｑ
：
ニ
ー
ズ
量
や
目
標
量
の
数
値

は
、
計
画
期
間
中
は
変
更
で
き

な
い
の
？

Ａ
：
ニ
ー
ズ
の

変
化
に
伴
い
、

実
情
に
合
わ

せ
て
見
直
す

場
合
も
あ
り

ま
す
。

　

平
成
27
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
新
し
い

事
業
の
一
つ
『
と
こ
ろ
っ
こ
子
育
て
サ

ポ
ー
ト
事
業
』
を
紹
介
し
ま
す
。

　

こ
の
事
業
で
は
、
子
育
て
家
庭
の
ニ

ー
ズ
に
合
わ
せ
て
、
幼
稚
園
・
保
育
園

な
ど
の
施
設
や
、
地
域
の
子
育
て
支
援

事
業
な
ど
か
ら
必
要
な
支
援
を
選
択
し

て
利
用
で
き
る
よ
う
に
、
情
報
の
提
供

や
相
談
な
ど
を
行
い
ま
す
。

子どもたちが
『明るく・楽しく・元気よく』

　平成27年４月から全国的な
取り組みとして、子どもたち
が健やかに成長することがで
きる社会の実現のため、子ど
も・子育て支援を総合的に推
進する「子ども･子育て支援
新制度」が始まりました。
　これに伴い、本市でも、27
年度から31年度までを計画
期間とする所沢市子ども・子育て支援事業計画
『ところっこ　すくすく　サポートプラン』を
策定いたしました。
　市では、「子どもへの支援」「子育て家庭へ
の支援」「地域社会全体での支援」の三つの基
本目標のもと、各種の取り組みを体系的にまと
め、これに基づき、より効果的・効率的な施策
を実施することで、子どもを大切にするまちづ
くりを進めていきます。
　子育ては、楽しいことばかりではありません
が、「子どもの最善の利益（しあわせ）」とは
何か、いつも悩みながら、子どもと一緒に泣い
たり、笑ったり、親も共に育てられる子育ての
しあわせを実感できるのも保護者ならではのも
のです。そしてそのときこそがきっと人間の人
生の、そして家族の黄金期なのかもしれません。
ゆっくり、ゆったり、そしてじっくりと、子ど
もと保護者、そして大人が向き合えるまちを目
指して、所沢市は進んでまいります。

子どもたちの
 しあわせのために

　市内にある子ども
に関する施設や相談
場所は？ 　子どもを預けた

いけど、どんな施
設があるの？

　子育て中のお母
さんと話してみた
いな～

　親子で遊べる
ところはあるの
かな～

相談窓口　市役所２階こども支援課
　　　　　☎２９９８‐９１２４

子
育
て
に
関
す
る
こ
と
な
ら
、

 
ど
な
た
で
も
気
軽
に
相
談
で
き
ま
す

と
こ
ろ
っ
こ
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
事
業

専門の相談員が
お受けします

相談

▲相談の様子
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幼
児
期
の
教
育
・
保
育
や

　

地
域
の
子
育
て
支
援
を
充
実
さ
せ
て
い
き
ま
す
!!


